清沢満之門下の「信念」 : 清沢没年前後を中心として by 春近 敬

















































































された「我信念」が周囲に強 インパクトを与え よ も あり、残された者 多くが「我信念」を清沢の信仰の集大成と見做したことによる。最も近しい門弟であり、清沢亡き後の清沢の最大の宣伝者であった暁烏敏は、 を「無意識的に先生が自分の一生の事を、信仰の上にしめ上げ 、総和を示されたもの
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（巻頭言） 、 〈論説〉 、 〈講話〉 （主に浩々洞での講話の筆記） 、 〈感興〉 （詩歌） 、 〈解釈〉 （仏典解釈） 、 〈雑纂〉 （エッセイなど） 、 〈社会〉 （時事への短評や新刊紹介） 、 〈報道〉 （浩々洞および各地の動静や告知、読者からの手紙など） 、 〈小観〉 （その他の短文）などから構成されてい 。　
清沢が死去したのは一九〇三年六月で、このとき『精神界』は創刊から二年六ヶ月を迎えており、三巻六号
が発行されている。そこで、創刊から死去まで 月数と同期間を死後にとることで、清沢の死を境に「信念」という言葉の使用頻度と の用法がどのように変化したのか 調べた 。すなわち、創刊号（一九〇 年一月
−（−−（−










































故に、以下三行ばかりの文章 筆者註： 「親鸞におきては、ただ念仏して、弥陀にたすけまいらすべしと、よきひとのおおせをかぶ て、信ずるほかに別の子細な なり」の文）には尤も明白 親鸞聖人が自己の信念を表白せられたのである
（（
（
。 （ 「 『歎異鈔』を読む（其十） 」三巻十二号〈解釈〉欄）
−（−−（−
茲には親鸞聖人自ら、弥陀の本願がまことならば釈尊の説教も虚言ではない、釈尊の説教が虚言でなくば、善導の御釈も虚言ではない、善導の御釈かまことならば法然聖人の教へも虚言ではない、法然聖人の教へが虚言でなかつたなら、この親鸞たとひ愚也と云へ共、其の信念の表白 決して虚言ではない。若夫我が信念 ならば弥陀の本願が虚言であるのである。我は弥陀 本願其儘に信ずる者である、本願の化現である。我信念 根底は昨日や今日に作つた ではなくて、十劫の苦より弥陀の本願の上に成就したもの也と大々的自覚を表白せられたのが此一段である
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して が飾る所もなく自己信念の実験を直白せられたこと 、信仰道程に進みつゝある私 為めには大なる指導である
（（
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私は十年ほど已前に、某信者が、本願は疑ひませぬが、さて只今死ぬと思ふと、行先に紙をはつたやうであるとの懺悔をきいて、この人の信念を疑ひました。所 十年後の私がこの人と同じ懺悔せねばなりませぬ。浄土往生に就て毫厘の疑惑 ない事もまことである さりとて又死ぬ事が心地よくないと云ふのもまことである
（（
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。 （ 「正信偈註（五） 」二巻五号〈解釈〉欄）
















。 」 （ 「正信偈註


























































































































しめよ」十四巻第十一号）と述懐したように、生前の清沢自身も門弟の説教者的態度に否定的であったのだが、当時の暁烏と多田は明らかに「信念」の語を って伝道に邁進していたの　『精神界』は、手垢のついた仏教用語を用いずに仏教を語ることをコンセプトとした雑誌であった。その意味において、 「信念」 いう言葉は仏教用語を用いず 伝道を行うことのできる恰好 道具であり、 「一伝道者」を自認する彼らが、その道具に各々自分なりの意味を読み込ん いったのではないかと考えられ のである。
−（（−−（（−
註（






















（（） 詳細は拙稿「初期『精神界』における 門下 「信念」 」 （ 『現代と親鸞』第二六号 二〇一三年）参照。
（
（（） 大谷派僧侶。清沢門下で仏教学を専攻する。京都に再移転した真宗大学 整備 つとめ、第三代学長 就任。
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（（） 浩々洞では「精神講話」 （一九〇二年五月からは「日曜講話」 ）と題される講話が行われていた。 〈報道〉欄の「東京だより」にはその開催報告が載っているが、ある一時期に集中して「信念 という語が講題に用いられた形跡がある。一九〇二年一月二十六日に多田が「信念の相状」を 二月二日に楠龍造が「信念の転進」を述べ、さらに和田鼎が「 「一神仙譚」につきて、宗教的信念と智識との価値について談ぜられ候」 （第二巻第二号四八頁）とある。三月九日には佐々木が「弘法大師の信念」 五月一八 に楠が 常識と他力の信念」 、六月二十二日に暁烏が「我が現在の信念」 、同二十九日に佐々木が「信念 超絶性」 、九月一四 近角常観 「信念上の経歴」を講じている。
（
（（） 暁烏敏「清沢先生の信念」 『暁烏敏全集
　
第一九巻』涼風学舎、一九七七年、五九二頁。
（
（0） 同五九四頁。
（
（（） 『精神界』十四巻十一号、一九一四年、三三頁。
 
（武蔵野大学仏教文化研究所研究員）
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